
平成 24 年 2月 補正予算要求事業調書
１　予算要求事業の概要
№

15 新規 拡大 継続

款 項 目

10 3 3

番号 事業名

事　業
コード 3120 事業名

　良好な教育環境を確保するため、中学校の老朽化したトイレの改修工事等を行います。

<目的>
　老朽化した施設を改修することにより、良好な教育環境を確保します。

<目標(平成２３年度末)>
　トイレ改修を1校追加し、3校とする。（平成24年度に繰越予定）

<現状(平成２２年度末)>
　毎年１～３校の改修工事を実施しています。

<課題>
　さいたま市では、建築後30年以上経過している校舎等の建物が全体の約70％で、トイレについ
ても改修が必要な状況となっており、今後、トイレ改修をさらに推進する必要があります。

　予算の確保に努め、実施校をふやしていきます。
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学校施設改修等推進事業

予算要求事業の概要

根拠法令・条例・規則等
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トイレ改修事業（各校営繕事業）

事業名(予算の事務事業名)

総合振興計画新実施計画

区分

会計区分

一般会計 教育委員会事務局　管理部　学校施設課

所管

-36-

２　補正予算要求の理由と効果
　老朽化したトイレの改修は、多くの学校から要望されている事業です。
　また、国の補正予算に対応する事業です。

要求理由
根拠法令等

政令 市 ：
県内他市：

対象者 生徒
効果

３　補正前予算額、補正予算要求、査定の内容 (単位：千円）
区 　分 金　額

<積算内訳>
１　トイレ改修工事（大久保中学校、川通中学校）

23 ① 国庫支出金 21,558
② 市債 83,300
③ 一般財源 28,042

<積算内訳>
１　宮原中学校トイレ改修工事（1校） 61,260
２　宮原中学校トイレ改修工事設計業務（1校） 294

① 国庫支出金 9,013 　※　共に平成24年度に繰越予定
② 市債 52,200
③ 一般財源 341

・国庫補助金　補助率　2／7
・市債　充当率　100％
<査定内容>

2 １　宮原中学校トイレ改修工事（1校） 61,260
２　宮原中学校トイレ改修工事設計業務（1校） 294

① 国庫支出金 9,013
② 市債 52,200
③ 一般財源 341

・国庫補助金　補助率　2／7
・市債　充当率　100％

<査定理由>

<査定内容>
１　宮原中学校トイレ改修工事（1校） 61,260
２　宮原中学校トイレ改修工事設計業務（1校） 294

① 国庫支出金 9,013
② 市債 52,200
③ 一般財源 341

・国庫補助金　補助率　２／７
・市債　充当率　100％

<査定理由>

　国の補正予算に伴い、後年度に予定していた便所改修工事を前倒しで行うものです。昭和52年建
築の校舎であり老朽化が認められ、改修工事の必要性があることから予算化しました。

61,554

　財政局長査定の内容及び理由について、適正と認められるため、財政局原案のとおりとしまし
た。

61,554

財源内訳

市長査定

緊急性

実施義務

財政局長査定

財源内訳

補正前予算

財源内訳

補正予算要求

良好な教育環境が確保されます。
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